
秋
保
の
地
に
稲
作
文
化
が
根
付
い
て
以
来
、

人
々
の
想
い
は
豊
穣
へ
の
祈
り
で
あ
り

そ
の
根
幹
で
あ
る
水
の
確
保
が
切
実
な
願
い
で
あ
っ
た
。

そ
の
思
い
が「
田
の
神
」「
水
神
」へ
の
祈
り
と
な
り

戸
神
山
は
地
域
の
信
仰
の
山
と
し
て

参
詣
の
径
が
た
ど
ら
れ
て
い
っ
た
・・・

雨乞いの故事伝わる、水神の山

いにしえの径をたどり、

展望の頂へ－
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　長袋の北西部に位置し、釣鐘型に突き出た形の良

い山、戸神山。

　秋保郷で最も広大な耕地面積を持つ長袋穀倉地

帯の水田は、この山懐を水源とする沢によって潤わ

されています。その象徴となる戸神の神は「水神」の

意味合いが濃く、干ばつの時は雨乞いの祈祷が行わ

れたと言う歴史を伝えます。

　標高504mの山頂からの眺望は素晴らしく、空気

の澄み切った冬季には遠く牡鹿半島まで遠望するこ

とができます。

　穀倉地帯の信仰の対象であり、その風格が誇りと

なっている戸神山に、古くから歩かれた径や、かつて

はバスも通った旧道をつないでたどる登山と周遊の

旅にでかけてみませんか。

やまふところ

水神・戸神山
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戸神山・水神古道
と     が み    や ま

秋保全体図

山形市

川崎町

青葉区

馬場

長袋

境野

湯元
茂庭

拡大

7 戸神山山頂

8 白い広場

10 旧日本軍軍事倉庫跡

9 旧白沢峠分岐

1 秋保神社

2 泉口ため池（イノシシの柵）

3 新田分岐

4 戸神覗きとセイゾウ池

5 古道分岐 6 黒森沢の越場

　女戸神山との鞍部から急坂（熊落坂）を登った標高504ｍの頂上からは、二口の山々から
秋保の里、晴れれば太平洋までの大展望。水神信仰を伝える祠が鎮座しています。

　鞍部から東へ杉林を抜けて尾
根の道を下りてゆくと、白くもろ
い岩が目立ち始め、開けた広場に
出ます。ここから白沢峠方面へ。

　白沢峠方面に進むと、かつて
のバス通りとの分岐、旧白沢峠
です。鋭角に下る道に入り、泉口
ため池方面へ向かいます。

　道の右手少し上を注意して進むと、柔らかそうな岩に大きな穴が。つる
はしなど手作業で掘った旧日本軍の弾薬庫跡とも伝わっています。中の
暗がりはコウモリの恰好の住処になっています。（土がもろいので、見学
は要注意！）

　平安期に発祥の由来を
持つ秋保地域の中心の神
社。まずお参りして、登山の
安全祈願をして出発。神社
の少し先から田圃の中の
道に入り、戸神山を仰ぎな
がらまっすぐ進みます。

　戸神山山麓の雨水を集め、長袋水田地帯を潤すため池のひと
つ。池の手前に地元の人が設置したイノシシ防護柵があります。
金具を開けて通ったら、原状復帰を忘れずに。

　道の右手に、かつて田圃だった平地
の木立の切れ間から戸神山が見えてく
ると、すぐに小さな池に着きます。こ
の付近の田園に水をひいた溜池が
残ったもので、春には池の上の木立に
珍しいモリアオガエルの産卵が見られ
ます。池面に映る木々が美しい。

　かつてはバスも通ったと
いう旧白沢峠からの道と
旧町道加沢・新田線の分
岐。ここから左に入ります。
　緩やかな登りとなり、動
物の足跡や鳥のさえずり
が、多くなってきます。

　平らできれいな沢
床の小さな流れを横
切ってすぐに左の古
道に入り、沢を右手に
見ながら進みます。
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高地

黒森山

舘ヶ沢

セイゾウ池

卍
向泉寺
卍

秋保温泉へ

真賀院
ため池

鷹来山
  277m

旧大雲寺峠

熊落坂

加沢
ため池

黒森沢

白沢口
　ため池

泉口
　ため池

門守山
368m

名取川

中塚山
  402m

504m

真賀院山
   318m

白沢へ

泉口沢

白沢峠

■ 分岐

■ 舘ヶ沢分岐

■ 秋保中学校
■ 秋保総合支所

■ 鞍部

■ 古道分岐

■ 新田分岐

■ 登山口(泉口)

■

■ 旧白沢峠分岐

白い広場分岐■ 

■ 分岐

分岐 ■

黒森沢越場 ■

セイゾウ池分岐 ■

登山口(加沢口) ■

小滝沢橋

大雲寺
 卍 篠根沢

秋保市民センター■

大東苑■

秋保神社前

そば処 悠全●
秋保街道(二口街道)

●太田とうふ店

秋保神社

戸神山

　ぐにゃりと幹が曲
がった杉のところか
ら、黒森沢を横切っ
て進むと、だんだん
登りが急になってき
ます。

長袋幹線農道

秋保神社　　  戸神山山頂　約2.5km　上り90分 下り60分　往復150分
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※このコースは山歩きコースです。植物など切ったり採ったりせず、ごみは持ち帰り、安全第一でたどりましょう。一人で入る時には、熊よけのため、音の鳴るものを身につけましょう。


